
平成３０年度第１３回県政参画電子アンケート 

消費生活に関するアンケート 

結果概要 

 

 

１ 調査概要 

〇テーマ   消費生活 

〇対象    県政参画電子アンケート会員  １０４８名 

〇回答数   ７５５件（回答率 ７２％） 

 

２ 目的・概要 

 県民の皆様の消費生活に関する意識や実態を把握し、県の消費者教育の方向性

及び計画を定めた「鳥取県消費者教育推進計画」（平成２８年３月策定）の改定に反

映させるためアンケートを実施しました。 

 

 

 

 

【問１】あなたは、鳥取県消費生活センターを知っていますか。  

１ 相談したことが

ある  
  80人 10.6% 

 

２ 相談したことは

ないが、名前も業

務内容も知ってい

る  

  259人 34.3% 
 

３ 名前は聞いた

ことがあるが、業

務内容までは知ら

ない  

  353人 46.8% 
 

４ 名前も業務内

容も分からない  
  62人 8.2% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問２】あなたは、お住まいの市町村の消費生活相談窓口を知っていますか。  

１ 相談したことが

ある  
  66人 8.7% 

 

２ 相談したことは

ないが、名前も業

務内容も知ってい

る  

  220人 29.1% 
 

３ 名前は聞いた

ことがあるが、業

務内容までは知ら

ない  

  304人 40.3% 
 

４ 名前も業務内

容も分からない  
  164人 21.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３】あなたは、商品を購入したり、サービスを利用したりする際の契約や取引で、何らかの被害 

にあうかもしれないという不安を感じますか。  

１ 不安を感じる    132人 17.5% 
 

２ どちらかといえ

ば不安を感じる  
  259人 34.3% 

 

３ あまり不安を感

じない  
  267人 35.4% 

 

４ 不安を感じな

い  
  39人 5.2% 

 

５ どちらともいえ

ない  
  58人 7.7% 

 

 

 

 



【問４】あなたが、もし消費者被害にあったとき、「安心して相談できるところ」は次のどれですか。 

                                                                                                               (複数選択可)  

１ 購入先、利用

先、営業担当者

等  

  295人 39.1% 
 

２ メーカー等の

事業者  
  204人 27% 

 

３ 製造した業界

団体の窓口  
  72人 9.5% 

 

４ 市町村の消費

生活センター・相

談窓口  

  286人 37.9% 
 

５ 鳥取県消費生

活センター  
  305人 40.4% 

 

６ 国民生活セン

ター  
  208人 27.5% 

 

７ 家族・親族    281人 37.2% 
 

８ 友人・知人    158人 20.9% 
 

９ 民生委員・児

童委員など地域の

人  

  7人 0.9% 
 

１０ ヘルパー・福

祉サービス事業者

など  

  1人 0.1% 
 

１１ 消費者団体    52人 6.9% 
 

１２ 弁護士    109人 14.4% 
 

１３ 警察    196人 26% 
 

１４ 特にない    52人 6.9% 
 

１５ その他    3人 0.4% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問５】あなたは、青少年についての消費者被害を防止するためにどのような取組が重要だと思い 

ますか。(３つまで選択可)  

１ 家族・親族で日

頃から話題にする

よう心がける  

  515人 68.2% 
 

２ 学校の授業等

で学習する  
  554人 73.4% 

 

３ 青少年の参加

する地域の行事な

どで注意を呼びか

ける  

  136人 18% 
 

４ 行政がパンフ

レットなどを配布し

て啓発する  

  121人 16% 
 

５ 民生委員など

に日常的に見守

り・声かけ活動を

してもらう  

  28人 3.7% 
 

６ 報道機関に被

害情報などを取り

上げてもらう  

  316人 41.9% 
 

７ 商業施設など

青少年が出かけ

る機会の多い場

所にポスターなど

を掲示する  

  153人 20.3% 
 

８ その他    13人 1.7% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問６】あなたは、高齢者についての消費者被害を防止するためにどのような取組が重要だと思い 

ますか。(３つまで選択可)  

１ 家族・親族で日

頃から話題にする

よう心がける  

  591人 78.3% 
 

２ 近隣同士で声

を掛け合う  
  318人 42.1% 

 

３ 行政と地域の

高齢者と関係のあ

る団体とが連携し

て注意を呼びかけ

る  

  338人 44.8% 
 

４ 行政がパンフ

レットなどを配布し

て啓発する  

  118人 15.6% 
 

５ 民生委員など

に日常的に見守

り・声かけ活動を

してもらう  

  209人 27.7% 
 

６ 報道機関に被

害情報などを取り

上げてもらう  

  234人 31% 
 

７ 病院や公民館

など高齢者が出か

ける機会の多い場

所にポスターなど

を掲示する  

  218人 28.9% 
 

８ その他    5人 0.7% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問７】あなたは、障がい者についての消費者被害を防止するためにどのような取組が重要だと思 

いますか。(３つまで選択可)  

１ 家族・親族で日

頃から話題にする

よう心がける  

  521人 69% 
 

２ 障がい者の参

加する地域の行

事などで注意を呼

びかける  

  425人 56.3% 
 

３ 行政と地域の

障がい者と関係の

ある団体とが連携

して注意を呼びか

ける  

  470人 62.3% 
 

４ 行政がパンフ

レットなどを配布し

て啓発する  

  105人 13.9% 
 

５ 民生委員など

に日常的に見守

り・声かけ活動を

してもらう  

  231人 30.6% 
 

６ 報道機関に被

害情報などを取り

上げてもらう  

  167人 22.1% 
 

７ その他    4人 0.5% 
  

 

 

 

 

【問８】あなたは、消費者問題に関心がありますか。  

１ 関心がある    180人 23.8% 
 

２ ある程度関心

がある  
  380人 50.3% 

 

３ あまり関心が

ない  
  121人 16% 

 

４ 関心がない    23人 3% 
 

５ どちらともいえ

ない  
  49人 6.5% 

 

 

 



【問９】あなたはどのような消費者問題に関心がありますか。(複数選択可)  

１ 製品の安全性

(製品の欠陥によ

る事故、製品のリ

コールなど)  

  403人 53.4% 
 

２ 食品の安全性

(食中毒、偽装表

示など)  

  409人 54.2% 
 

３ 金融(投資・保

険・融資等の金融

商品の問題など)  

  247人 32.7% 
 

４ 省エネやゴミの

減量などの環境問

題  

  134人 17.7% 
 

５ 商品・サービス

の適切な選択、購

入及び活用  

  156人 20.7% 
 

６ 多重債務(消費

者金融、ローンな

ど)  

  111人 14.7% 
 

７ 個人情報流出    287人 38% 
 

８ 強引な電話、

訪問による悪質な

手口  

  291人 38.5% 
 

９ インターネット

やメールを利用し

た悪質な手口  

  355人 47% 
 

１０ 振り込め詐欺

などの特殊詐欺  
  256人 33.9% 

 

１１ 分からない    10人 1.3% 
 

１２ その他    4人 0.5% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１０】あなたが消費者問題にあまり関心がない、または関心がないのはなぜですか。 

                                                   (複数選択可)  

１ 自分にとって身

近な問題ではない

と思うから  

  56人 7.4% 
 

２ 今までに学ん

だり考えたりする

機会がなかったか

ら  

  71人 9.4% 
 

３ 難しそうだから    26人 3.4% 
 

４ 自分が被害に

あうことはないと

思うから  

  33人 4.4% 
 

５ その他    6人 0.8% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問１１】あなたはどのような消費者問題に関することであれば、話を聞いてみたり、講座へ参加し 

たりしてみたいと思いますか。(複数選択可)  

１ 製品の安全性

(製品の欠陥によ

る事故、製品のリ

コールなど)  

  107人 14.2% 
 

２ 食品の安全性

(食中毒、偽装表

示など)  

  121人 16% 
 

３ 金融(投資・保

険・融資等の金融

商品の問題など)  

  92人 12.2% 
 

４ 省エネやゴミの

減量などの環境問

題  

  37人 4.9% 
 

５ 商品・サービス

の適切な選択、購

入及び活用  

  47人 6.2% 
 

６ 多重債務(消費

者金融、ローンな

ど)  

  25人 3.3% 
 

７ 個人情報流出    72人 9.5% 
 

８ 強引な電話、

訪問による悪質な

手口  

  69人 9.1% 
 

９ インターネット

やメールを利用し

た悪質な手口  

  110人 14.6% 
 

１０ 振り込め詐

欺  
  41人 5.4% 

 

１１ どんなテーマ

でも話を聞いた

り、講座へ参加し

たりしてみたいと

は思わない  

  22人 2.9% 
 

１２ その他    3人 0.4% 
  

 

 

 

 



【問１２】あなたは、消費生活に関する公開講座、出前講座、学校や公民館で実施する消費者講 

座などに参加したことがありますか。  

１ 参加したことが

ある  
  99人 13.1% 

 

２ 実施されてい

ることは知ってい

たが、参加したこ

とはない  

  163人 21.6% 
 

３ 実施されてい

ることを知らない  
  472人 62.5% 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１３】あなたが、消費者教育を行う場として、重要だと思うものは次のどれですか。 

                                                                                                         (３つまで選択可)  

１ 家庭    406人 53.8% 
 

２ 幼稚園・保育

園・認定こども園  
  39人 5.2% 

 

３ 小中学校    369人 48.9% 
 

４ 高等学校    414人 54.8% 
 

５ 大学・専門学

校等  
  106人 14% 

 

６ 地域    276人 36.6% 
 

７ 職場    120人 15.9% 
 

８ 福祉施設(高齢

者・障がい者な

ど)  

  153人 20.3% 
 

９ 商業施設    81人 10.7% 
 

１０ 特に教育の

必要はない  
  7人 0.9% 

 

１１ 分からない    24人 3.2% 
 

１２ その他    5人 0.7% 
  

 

 



【問１４】あなたは、「エシカル消費(思いやり消費)」(環境、人、社会や地域にやさしい商品やサー 

ビスを選ぶ”思いやり”のある買い物のしかた)という言葉を知っていますか。  

１ 知っている(意

味も理解してい

る)  

  104人 13.8% 
 

２ 言葉は知って

いるが、意味は知

らなかった  

  86人 11.4% 
 

３ 知らなかった    554人 73.4% 
  

 

【問１５】あなたが実行している「エシカル消費」は、次のどれですか。(複数選択可)  

１ エコマーク商品

等の環境に配慮し

た商品の購入  

  182人 24.1% 
 

２ 有機ＪＡＳ認証

等の有機農産物

の購入  

  132人 17.5% 
 

３ 陳列棚の手前

商品の選択(食品

ロスの削減)  

  146人 19.3% 
 

４ 障がい者が作

った商品の購入  
  145人 19.2% 

 

５ 障がい者雇用

企業の製造した商

品の購入  

  75人 9.9% 
 

６ フェアトレード

商品の購入  
  75人 9.9% 

 

７ 寄付つき商品

の購入  
  72人 9.5% 

 

８ 地元農家・企

業の商品購入(地

産地消)  

  355人 47% 
 

９ 災害被災地等

の商品の購入(復

興支援)  

  114人 15.1% 
 

１０ 自然エネル

ギーの利用  
  101人 13.4% 

 

１１ 実行していな

い  
  229人 30.3% 

 

１２ その他    6人 0.8% 
  



 

【問１６】あなたは、今後「エシカル消費」を実行しようと思いますか。  

１ 実行しようと思

う  
  430人 57% 

 

２ 実行しようと思

わない  
  30人 4% 

 

３ 分からない    278人 36.8% 
 

４ その他    6人 0.8% 
  

 

 

【問１７】あなたは、「消費者市民社会」(一人一人の消費者が、自分だけでなく周りの人々や将来 

            生まれる人々の状況、国内外の社会情勢や地球環境にまで思いをはせて生活し、社会 

の発展と改善に積極的に参加する社会)という言葉を知っていますか。  

１ 知っている(意

味も理解してい

る)  

  58人 7.7% 
 

２ 言葉は知って

いるが、意味は知

らなかった  

  84人 11.1% 
 

３ 知らなかった    604人 80% 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〇属性 

 

性別  

男性    320人 42.4% 
 

女性    435人 57.6% 
  

 

 

 

 

 

 

市町村  

１ 鳥取市    339人 44.9% 
 

２ 米子市    175人 23.2% 
 

３ 倉吉市    61人 8.1% 
 

４ 境港市    31人 4.1% 
 

５ 岩美町    11人 1.5% 
 

６ 若桜町    2人 0.3% 
 

７ 智頭町    3人 0.4% 
 

８ 八頭町    15人 2% 
 

９ 三朝町    6人 0.8% 
 

１０ 湯梨浜町    22人 2.9% 
 

１１ 琴浦町    19人 2.5% 
 

１２ 北栄町    15人 2% 
 

１３ 日吉津村    7人 0.9% 
 

１４ 大山町    14人 1.9% 
 

１５ 南部町    11人 1.5% 
 

１６ 伯耆町    9人 1.2% 
 

１７ 日南町    5人 0.7% 
 

１８ 日野町    2人 0.3% 
 

１９ 江府町    5人 0.7% 
 

２０ 県外    3人 0.4% 
  



 

 

 

 

地区別  

１ 東部地区    370人 49% 
 

２ 中部地区    123人 16.3% 
 

３ 西部地区    259人 34.3% 
 

４ 県外    3人 0.4% 
  

 

 

 

年齢  

１ １０歳代    18人 2.4% 
 

２ ２０歳代    83人 11% 
 

３ ３０歳代    151人 20% 
 

４ ４０歳代    205人 27.2% 
 

５ ５０歳代    138人 18.3% 
 

６ ６０歳代    103人 13.6% 
 

７ ７０歳代以上    57人 7.5% 
  

 

 

 

 


